
 

○ 医療機関は、糖尿病患者が他の疾病で入院した場合や感染症流行時等の非常事態においても、切

れ目なく必要な医療を受けられるよう、連携体制や ICT を活用したオンライン診療の促進等の検討

に努めます。 

 

６ 慢性合併症を早期に発見し、必要な医療を受け、生活習慣の改善を継続するための取組

○ 医療機関は、慢性合併症の早期発見と早期治療に結びつけるために、診療ガイドラインに基づい

て定期的に眼底検査や尿中アルブミン・尿蛋白定量検査、クレアチニン検査の実施に努めます。 

○ 医療機関は、患者が必要に応じて慢性合併症への専門的治療が受けられるよう、かかりつけ医や

糖尿病専門医、合併症治療を行う医療機関の連携体制構築に努めます。 

 

７ 糖尿病に対する理解が深まり、社会全体で支援する環境の整備

○ 企業や事業所等においては、患者（従業員）の治療継続や就業中の体調の変化への配慮が望まれ

ます。 

○ 就労支援に係る関係機関（ハローワーク・産業保健総合支援センター等）と連携し、患者や事業

所等に対して、就労支援に関する相談先の周知に取り組みます。 

 

１ 県民が糖尿病の予防につとめるとともに、罹患した場合も必要な医療を受け、安心し
て暮らすことができる。

（１）糖尿病の発症を予防できている。 

 （２）住んでいる地域に関わらず、糖尿病及びその合併症に対する必要な医療を受けることができ

る。 

（３）糖尿病に対する理解が深まり、社会全体で支援を行う環境ができている。 

区

分 
指 標 

現状 

（2023） 

目標 

（2029） 

目標数値 

の考え方 

備考 

（出典等） 

Ｏ 

HbA1c6.5％以上の者の割合 

(40～74 歳) 

（再掲） 

（男性） 

 8.9％ 

（女性） 

 4.7％ 

（2020） 

（男性） 

8.9％以下 

（女性） 

4.7％以下 

現在の水準以

下を目指す 

厚生労働省

「NDB オープン

データ」 

Ｏ 
年齢調整死亡率 

（人口 10 万対） 

（男性） 

長野県 11.7 

全 国 13.9 

（女性） 

長野県 6.3 

全 国 6.9 

（2020） 

（男性） 

11.7 以下 

（女性） 

6.3 以下 

現状以下を目

標とする 

厚生労働省 

「人口動態特殊

報告」 

Ｏ 
重症低血糖の発生※１ 

（糖尿病患者１年あたり） 

0.6％ 

（2021） 
0.6％以下 

現状以下を目

標とする 

NDB レセプトデ

ータ 

Ｏ 
糖尿病性腎症による新規人

工透析導入患者数 

213 人 

（2021） 
213 人以下 

現状以下を目

標とする 

日本透析医学会 

「我が国の慢性

透析療法の現

況」 

第４ 数値目標

 



 

２ 県民が糖尿病についての正しい知識を持ち、生活習慣の改善に取り組むための
普及啓発の実施

区

分 
指 標 

現状 

（2023） 

目標 

（2029） 

目標数値 

の考え方 

備考 

（出典等） 

Ｏ 

運動習慣のある者の割合 

20 歳以上全体 

（年齢調整値） 

20～64 歳男性 

20～64 歳女性 

65 歳以上男性 

65 歳以上女性 

（再掲） 

 

20.0％ 

 

16.6% 

15.0% 

39.5% 

30.0% 

(2019) 

40% 

 

30% 

30% 

50% 

50% 

健康日本 21(第

三次)の目標値 

県民健康・栄養

調査 

Ｓ 

信州 ACE（エース）プロ

ジェクト推進ネットワー

ク登録団体数（再掲） 

264 団体 
265 団体 

以上 

現状より増加

とする 
健康増進課調 

３ 県民が自分自身の健康状態を正しく把握するための取組
区

分 
指 標 

現状 

（2023） 

目標 

（2029） 

目標数値 

の考え方 

備考 

（出典等） 

Ｏ 
特定健康診査実施率 

（再掲） 

61.5% 

 (2021) 
70% 

医療費適正化

に関する施策

についての基

本的方針によ

る 

厚生労働省 

「特定健診・特定

保健指導の実施状

況」 

Ｏ 
特定保健指導実施率 

（再掲） 

34.7% 

(2021) 
45% 

医療費適正化

に関する施策

についての基

本的方針によ

る 

厚生労働省 

「特定健診・特定

保健指導の実施状

況」 

４ 医療が必要な者が早期に医療機関を受診できるための支援
区

分 
指 標 

現状 

（2023） 

目標 

（2029） 

目標数値 

の考え方 

備考 

（出典等） 

Ｏ 

市町村特定健診での受診

勧奨により実際に医療機

関へ受診した者の割合 

63.8% 

（2021） 
63.8%以上 

現状以上を目

標とする 
健康増進課調 

Ｓ 
糖尿病性腎症重症化予防

の取組市町村数 

74 市町村 

（2022） 
77 市町村 全市町村 健康増進課調 

 

５ 糖尿病と診断された患者が医療と生活習慣の改善を継続するための取組

区

分 
指 標 

現状 

（2023） 

目標 

（2029） 

目標数値 

の考え方 

備考 

（出典等） 

Ｏ 

HbA1c 8.0％以上の者の割

合※２ 

（40～74 歳） 

（男性） 

1.5% 

（女性） 

0.6% 

（2020） 

男性 

1.5%以下 

女性 

0.6%以下 

現状以下を目

標とする 

厚生労働省 

「NDB オープン

データ」 

P 
HbA1c もしくは GA 検査の

実施割合 

95.9％ 

（2021） 
95.9％以上 

現状以上を目

標とする 

NDB レセプトデ

ータ 

６ 慢性合併症を早期に発見し、医療と生活習慣の改善を継続するための取組

区

分 
指 標 

現状 

（2023） 

目標 

（2029） 

目標数値 

の考え方 

備考 

（出典等） 

Ｏ 

治療が必要な糖尿病網膜

症の発生（糖尿病患者１

年あたり） 

1.5% 

（2021） 
1.5%以下 

現状以下を目

標とする 

NDB レセプトデ

ータ 

Ｏ 
尿蛋白（２+）以上の者の

割合※２ 

（男性） 

1.1％ 

（女性） 

0.4％ 

（2020） 

（男性） 

1.1％以下 

（女性） 

0.4％以下 

 

現状以下を目

標とする 

厚生労働省

「NDB オープン

データ」 

Ｏ 
eGFR 区分Ｇ３※３以上の者

の割合※２ 

（男性） 

13.7％ 

（女性） 

12.9％ 

（2020） 

（男性） 

13.7％以下 

（女性） 

12.9％以下 

現状以下を目

標とする 

厚生労働省

「NDB オープン

データ」 

Ｐ 眼底検査の実施割合 
38.9% 

（2021） 
38.9%以上 

現状以上を目

標とする 

NDB レセプトデ

ータ 

Ｐ 
尿中アルブミン・尿蛋白

定量検査の実施割合 

15.9% 

（2021） 
15.9%以上 

現状以上を目

標とする 

NDB レセプトデ

ータ 

   ※１ １年間で糖尿病薬処方が１回以上あり、かつ、低血糖病名と同時に 50％ブドウ糖静脈注射がされている患者 

※２ 治療中の患者の状況を把握することは困難なため、特定健康診査の値。 

※３ eGFR区分G3は30［ml/分/1.73㎡］≦eGFR＜60［ml/分/1.73㎡］ 

 

注）「区分」欄 Ｓ（ストラクチャー指標）：医療サービスを提供する物的・人的資源及び組織体制等を測る指標 

 Ｐ（プロセス指標）：実際にサービスを提供する主体の活動や、他機関との連携体制を測る指標 

Ｏ（アウトカム指標）：医療サービスの結果として住民の健康状態や患者の状態を測る指標 

 



 

５ 糖尿病と診断された患者が医療と生活習慣の改善を継続するための取組

区

分 
指 標 

現状 

（2023） 

目標 

（2029） 

目標数値 

の考え方 

備考 

（出典等） 

Ｏ 

HbA1c 8.0％以上の者の割

合※２ 

（40～74 歳） 

（男性） 

1.5% 

（女性） 

0.6% 

（2020） 

男性 

1.5%以下 

女性 

0.6%以下 

現状以下を目

標とする 

厚生労働省 

「NDB オープン

データ」 

P 
HbA1c もしくは GA 検査の

実施割合 

95.9％ 

（2021） 
95.9％以上 

現状以上を目

標とする 

NDB レセプトデ

ータ 

６ 慢性合併症を早期に発見し、医療と生活習慣の改善を継続するための取組

区

分 
指 標 

現状 

（2023） 

目標 

（2029） 

目標数値 

の考え方 

備考 

（出典等） 

Ｏ 

治療が必要な糖尿病網膜

症の発生（糖尿病患者１

年あたり） 

1.5% 

（2021） 
1.5%以下 

現状以下を目

標とする 

NDB レセプトデ

ータ 

Ｏ 
尿蛋白（２+）以上の者の

割合※２ 

（男性） 

1.1％ 

（女性） 

0.4％ 

（2020） 

（男性） 

1.1％以下 

（女性） 

0.4％以下 

 

現状以下を目

標とする 

厚生労働省

「NDB オープン

データ」 

Ｏ 
eGFR 区分Ｇ３※３以上の者

の割合※２ 

（男性） 

13.7％ 

（女性） 

12.9％ 

（2020） 

（男性） 

13.7％以下 

（女性） 

12.9％以下 

現状以下を目

標とする 

厚生労働省

「NDB オープン

データ」 

Ｐ 眼底検査の実施割合 
38.9% 

（2021） 
38.9%以上 

現状以上を目

標とする 

NDB レセプトデ

ータ 

Ｐ 
尿中アルブミン・尿蛋白

定量検査の実施割合 

15.9% 

（2021） 
15.9%以上 

現状以上を目

標とする 

NDB レセプトデ

ータ 

   ※１ １年間で糖尿病薬処方が１回以上あり、かつ、低血糖病名と同時に 50％ブドウ糖静脈注射がされている患者 

※２ 治療中の患者の状況を把握することは困難なため、特定健康診査の値。 

※３ eGFR区分G3は30［ml/分/1.73㎡］≦eGFR＜60［ml/分/1.73㎡］ 

 

注）「区分」欄 Ｓ（ストラクチャー指標）：医療サービスを提供する物的・人的資源及び組織体制等を測る指標 

 Ｐ（プロセス指標）：実際にサービスを提供する主体の活動や、他機関との連携体制を測る指標 

Ｏ（アウトカム指標）：医療サービスの結果として住民の健康状態や患者の状態を測る指標 

 


